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壊壊杵尊と木花咲耶姫
、．＿；

ハツキリみえないけど、多分男前
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躍動感たっぷりの跳人

頑張れ！NTTAチーム

子どもたちとの対局、真剣です

◆
青
森
支
部

電
友
会
青
森
支
部
と
し
て
、
柱
立
て
・
入
魂
式
・

協
賛
金
・
跳
人
・
海
上
運
行
・
打
ち
上
げ
会
な
ど
で

協
力
を
行
い
ま
し
た
。

◎
N
T
T
グ
ル
ー
プ
ね
ぶ
た
が
青
森
商
工
会
議
所

会
頭
賞
に
輝
く

N
T
T
グ
ル
ー
プ
ね
ぶ
た
　
「
壕
項
杵
尊
と
木
花
咲

耶
姫
」
　
（
北
村
春
一
作
）
　
は
令
和
元
年
も
、
平
成
3
0

年
の
知
事
賞
に
続
い
て
青
森
商
工
会
議
所
会
頭
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
平
成
3
0
年
に
引
き
続

き
優
秀
製
作
者
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

2
7
0
名
で
、
囲
碁
愛
好
者
の
熱
気
に
溢
れ
て
い
ま

した。我
が
N
T
T
グ
ル
ー
プ
O
B
・
O
G
会
の
A
チ
ー

ム
は
1
勝
3
敗
。
B
チ
ー
ム
は
2
勝
2
敗
と
健
闘
し

ま
し
た
。
両
チ
ー
ム
と
も
子
ど
も
た
ち
ば
か
り
の
チ
ー
ム
と

の
対
局
な
ど
大
い
に
対
局
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

した。

◆
青
森
地
区
電
友
会

◎
2
0
1
9
青
森
囲
碁
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
団
体
戦

に
出
場

八
甲
囲
碁
ク
ラ
ブ
　
（
N
T
T
グ
ル
ー
プ
O
B
・
O

G
会
）
　
は
、
9
月
2
9
日
、
青
森
市
は
ま
な
す
会
館
で

開
催
さ
れ
た
　
「
2
0
1
9
青
森
囲
碁
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
団
体
戦
」
に
出
場
し

ま
し
た
。
昨
年
に
引
き

続
い
て
の
出
場
で
す
。

し
か
も
2
組
1
0
名
（
A

チ
ー
ム
・
B
チ
ー
ム
）

で
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
5
4
組
総
勢

◎
退
職
者
の
会
と
合
同
で
文
化
講
演
会
を
開
催

9
月
2
6
日
午
後
、
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
青
森

地
区
電
友
会
の
文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
N
T
T
労
組
退
職
者
の
会
の
会
員
へ
も

参
加
を
呼
び
掛
け
、
合
計
2
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
の
ひ
と
つ
目
は
、
N
T
T
東
日
本
青
森
支
店

長
井
沢
厚
様
の
　
「
N
T
T
東
日
本
の
中
期
的
な
取
り

組
み
～
地
域
を
支
え
る
総
合
サ
ー
ビ
ス
企
業
グ
ル
ー

プ
を
め
ざ
し
て
～
」
　
で
す
。
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青森支店長の講演

認知症に関する講演
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三上会長　挨拶

ふ
た
つ
目
は
、
青
森
中
央
学
院
大
学
准
教
授
中
川

孝
子
様
の
　
「
認
知
症
に
関
す
る
基
礎
知
識
」
　
で
す
。

会
員
の
み
な
さ
ん
は
2
つ
の
講
演
と
も
熱
心
に
聴

講
し
、
大
変
好
評
で
し
た
。

N
T
T
労
艇
弘
前
地
区
連
絡
会
工
藤
会
長
、
N
T
T

労
組
退
職
者
の
会
田
口
会
長
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し
ま

した。議
長
に
島
津
理
事
を
選
出
し
議
事
に
臨
み
ま
し
た
。

議
事
は
出
席
者
の
協
力
で
円
滑
に
進
行
し
、
「
令
和

元
年
度
活
動
方
針
　
（
案
）
」
　
の
中
、
会
員
の
拡
大
に

つ
い
て
、
東
北
地
方
本
部
新
規
拡
大
施
策
と
し
て
6
0

歳
定
年
時
に
会
費
無
料
で
入
会
で
き
る
制
度
（
無
料

期
間
5
年
）
　
を
設
定
し
、
完
全
退
職
ま
で
の
期
間
に

サ
ー
ク
ル
参
加
、
総
会
出
席
等
に
よ
り
電
友
会
活
動

に
参
加
し
、
触
れ
合
う
こ
と
で
　
「
こ
こ
ろ
豊
か
な
人

生
」
　
へ
と
会
員
増
に
つ
な
げ
て
い
く
施
策
と
し
て
、

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
施
策
の
提
案
を
含
む
議
案
す
べ
て
が
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
会
員
交
流
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
理
事
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
青
森
支
部
千
葉
支

部
長
よ
り
ご
挨
拶
と
乾
杯
の
ご
発
声
で
始
ま
り
高
橋

理
事
、
滝
本
監
事
で
抽
選
会
を
順
次
催
さ
れ
ま
し
た
。

長
老
で
あ
る
増
田
哲
友
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
を
最
後
に

来
年
度
総
会
時
の
再
開
を
誓
い
散
会
し
ま
し
た
。

◆
弘
前
地
区
電
友
会

◎
定
期
総
会
開
催

6
月
1
7
日
「
令
和
元
年
度
定
期
総
会
」
を
市
内
土

手
町
の
弘
前
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た。
総
会
は
、
会
員
2
9
名
・
来
賓
4
名
・
N
T
T
事
務

局
1
名
・
計
3
4
名
の
出
席
を
得
て
開
催
、
総
会
の
冒

頭
泉
谷
副
会
長
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
最
初
に
昨
年

度
、
亡
く
な
ら
れ
た
5
名
の
方
へ
黙
祷
を
捧
げ
た
後

三
上
会
長
か
ら
開
催
に
あ
た
り
、
会
議
の
成
立
宣
言

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
電
友
会
青
森

支
部
千
葉
支
部
長
は
じ
め
N
T
T
弘
前
奈
良
支
店
長
、

◆
八
戸
地
区
電
友
会

◎
定
期
総
会
開
催

令
和
元
年
6
月
1
8
日
、
八
戸
地
区
電
友
会
の
定
期

総
会
が
ご
来
賓
各
位
の
出
席
と
会
員
4
0
名
の
参
加
に

よ
り
八
戸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

した。総
会
で
は
、
前
年
度
の
活
動
報
告
や
今
年
度
の
活

動
方
針
が
提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
会
員
相
互
の
交
流
促
進
や
健
康
増
進
を
図

る
各
事
業
に
つ
い
て
は
、
更
に
充
実
を
図
っ
て
い
く

よ
う
に
、
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
定
例
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
定

番
の
有
志
に
よ
る
踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ク
イ
ズ
と
賑

や
か
な
懇
親
の
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。
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八戸地区総会出席者
皆真剣です
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◎
退
職
者
の
会
と
の
合
同
レ
ク

令
和
元
年
9
月
3
0
日
、
八
戸
地
区
電
友
会
と
八
戸

退
職
者
の
会
の
合
同
レ
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
快
晴

の
洋
野
町
大
野
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
に
4
1
名
の
参
加
。

広
大
な
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
の
プ
レ
イ
や
木
工
工
芸

等
、
好
み
に
応
じ
て
挑
戦
。
快
適
な
浴
場
も
あ
り
、

ゴ
ル
フ
の
後
の
ひ
と
風
呂
も
よ
し
、
最
初
か
ら
浴
場

へ
直
行
も
よ
し
。

昼
食
を
取
り
な
が
ら
の
懇
親
会
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

の
提
供
も
あ
り
一
段
と
話
も
弾
み
楽
し
い
1
日
で
し

た。


